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」 プログラムの概要、 さらに、 コスタリカ、 ペルー、
エルサルバドルでの実地調査（ＪＩＣＡ‐大学連携ボランティア派遣事業（スポーツ分野）形成調査団）を基に、こ プ


















































































図1  Sport for Tomorrow プログラム 
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小学校ではほとんど実施されていない。 つまり、 健康・体育・スポーツの教育ができていないのである。なぜなら、予算が少なく、体育 員の養成ができないためである。小学校に体育教師が少ない、田舎（地方）の学校に体育教師を配属できないという問題がある。
 
小学校、中学校などの教育機関に 健康教 、体育、スポ




























































































よる指導者講習会が行われた実績がある。また、ドミニカやキューバからの野球指導者、メジャ リーグを経験した指導者もいる。野球の指導の方法はメジャー流といってよい。エルサルバドルでは、日本の野球の長所は、秩序であり、系統だった（オーガナイズされた）練習であ ととらえられ いる。
 
エルサルバドルは治安が悪い。エルサルバドル野球連盟も、























ィア（ＪＩＣＡボランティア）も必要であるが、体育全般を支えるボランティア 需要があるこ がわかった 体育教育を通じて、体育教員の養成 スポーツの普及、健康教育 実施、それによる青少年 健全育成 求められているのである。
 
コスタリカ、エルサルバドル両国とも、すでに、野球・卓






















ティアの確保が急務であ 。さらに、大学をとおしてのＪＩＣＡ事業についての広報も期待しているといえよう。一方の大学にとっては ＪＩＣＡと連携することによって、 際ボランティア活動を通じたグローバル人材の育成が可能となる。
 
なお、ＪＩＣＡボランティアは、ＯＤＡ（政府開発援助）






























































































































発達や、スポーツ 普及のために、体育教員を養成する必要があることを訴えていた。体育を職種とする長期のＪＩＣＡボランティアが派遣されてい ことが前提とはなるが、そに補助としての体育の短期ボランティアの は考えられないだろうか。保健体育教師をめざす学生は、短期ボランティアに参加することで大変良い経験ができるだろう。体育教員を養成している大学、そして学生にとって大変よい経験の場を提供すること 出来ることは大きな利点とな
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“Sport for Tomorrow” program and JICA Sport Volunteer 





“Sport for Tomorrow” is Japan's official national policy to promote the value 
of sport and Olympism. This program was formally announced for 2020 Tokyo 
Olympic invitation at the 125th IOC Session. One of the main goals of “Sport for 
Tomorrow” is to promote international cooperation and cultural exchange through 
sport for more than 10 million people in more than 100 countries by 2020.  
JICA (Japan International Cooperation Agency) dispatches volunteers to 
developing countries to help solve their most pressing problems from 1965. As of 
present, more than 40,000 volunteers had worked in various fields in developing 
countries. JICA is expected to dispatch sport volunteers to all over the world for 
international cooperation and cultural exchange through the “Sport for Tomorrow” 
program.  
In this paper, we discuss the purpose of the “Sport for Tomorrow” program, 
JICA Volunteers’ projects, and the need for JICA volunteers in Costa Rica, Peru, 
and El Salvador.  
The “Sport for Tomorrow” program is Japan's national policy for the 2020 
Tokyo Olympic Games. This is the one program by which Japan will continue to 
contribute to global society. 
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